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10 一ヒ ドロ キシ デセ ン酸 とその 関連物質の
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【目的】イ ン ス リ ン は 、脂肪細胞 に お い て ノ ル エ ピネ フ リ ン （NE ） に よ る脂肪分解 を抑

制 し 、 グ ル コ
ー

ス か らの 脂肪合成を促進 す る。 我々 は、 ロ
ーヤ ル ゼ リ

ー中に イ ン ス リ ン と

同様 に脂肪の 分解 を抑制 し、 脂肪の 合成 を促進 す る機能性物質が存在 す る こ とを 見 い 出 し

た 。そ こ で 、 こ の 機能性物質を精製 し、構造 を明 らか にす ると と もに 、 そ の 作用機序を解

明 す る 目的で 実験 を行な っ た 。

【方法】 ロ ーヤ ル ゼ リーを水抽出し、 HPLC （逆相 カ ラ ム ）で成分を分画 した後、そ の

画分を 真空凍結乾燥 し た 。 そ して 、 脂肪細胞 に お け る NE の 脂肪分解に 対す る作用を 目安

に して 機能性物質を 単離 し た 。 な お 、 構造決定 は NMR を用 い て行 な っ た 。 無 細胞系 に お

け る脂肪分解活性 の 測定 は
、 脂肪細胞か ら 調製 し た HSL フ ラ ク シ ョ ン （酵素液） と油

滴 とを反応 させ て行 な っ た 。 超 音波 処理 油滴 の 調製 は、BSA 入 り の Buffer 中で 油滴 と ア

ラ ビ ア ゴ ム を超 音波処理 して 行 な っ た
。

【結果】 ロ ーヤ ル ゼ リーに存在す る イ ン ス リ ン 様作用 を もつ 機能性物質は 、 10一ヒ ド ロ キ

シ デ セ ン 酸 （HDA と略す）、 9一ヒ ド ロ キ シ ー2−・デ セ ン 酸 、
ト ラ ン ス

ー2一オ ク タ ン 酸で あ る

こ とが 明 らか に な っ た。 今回 、 HDA に お け る NE に よ る脂肪分解抑制作用 の 作用機序を

検討 した 。 HDA は 、 脂肪細胞系で も無細胞系で も NE に よ る脂肪分解を抑制 した 。 また 、

油滴に ア ラ ビ ァ ゴ ム を加え超音波処理 し構造を破壊す る と、NE が無 くて も脂肪 分解を促

進 し、さ らに NE を添加 して もそ れ以一ヒ、 脂肪分解を促 進 しなか っ た 。 そ し て 、　 HDA を

添加 して も脂肪分解の 抑制は見 られな か っ た 。

【考察 と結論】HDA は 、 脂肪分解を抑制 し脂肪合成を促進する 、 イ ン ス リ ン 作用を 持 っ

機能性物質で あ る こ とが明 らか に な り、 そ の 作用点は HSL で は な く油滴 に あ る こ とが 明

らか に な っ た 。
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